
葬祭業者、石材業者、墓地経営者、宗教法人、葬祭関連NPOなど

資料１)(仮称)斎場・墓地運営体制基本構想の全体構成(案) 第４回斎場等あり方検討委員会資料 2019年６月 保）生活環境課

・基本構想で掲げるビジョン(未来像)

・第３章の課題を踏まえたビジョン実現のための目標、施策の方向性、各主体の役割

・基本構想策定(2020年３月予定)以降の取組の実践に向けた体制

・斎場等に関する札幌市の各種統計資料、2017・18年度に実施した調査結果

・ビジョン実現のために解決しなければならない課題

２ 取組候補の評価・検討 ３ 実行計画の策定

・具体的な取組をまとめた

斎場・墓地の実行計画策定

４ 取組の実践

・取組候補の効果、費用などの定量

的な評価を行い実践に向け検討

・実行計画に基づく

取組の実践

各種統計・調査・予測結果

②墓地の課題

①－１ 火葬件数の増加

①－２ 里塚斎場の老朽化

①斎場の課題 ③遺骨の課題

市民ニーズを踏まえた

既存霊園の運営改善を図る

②－１ 墓地ニーズの多様化 ②－２ 市営霊園の老朽化

③－１ 引取者のない遺骨の増加

②－４ 無縁墓への対応②－３ 霊園基金の逓減

遺骨の無縁化を抑制し

死者の尊厳を保持する

≪ 第２章：基本構想のビジョン ≫

≪ 第５章：取組の候補 ≫

故人を送るのに相応しい

火葬場運営を実現する

○：運用面

●：施設面

新たなニーズに適合する

制度・運営方法の検討

遺族に寄り添った対応

火葬能力の確保と

運営効率化の両立

施設の老朽化と

無縁墓による問題の予防

希望する葬送の実現

(特に社会的弱者への配慮)

≪ 第３章：斎場・墓地に関する現状・予測・課題 ≫

≪ 第４章：ビジョン実現のための目標と施策 ≫

≪ 第６章：取組の推進体制 ≫

①斎場 ②墓地 ③遺骨

１ (仮称)運営体制検討委員会の設置

・斎場・墓地に係る取組の検討や

進捗管理を行う外部委員会の設置

５ 取組の進捗確認

・取組状況やアンケート

などを踏まえ進捗を評価

目標

施策の方向性

位置づけ 対象期間

≪ 第１章：基本構想の概要 ≫

【ビジョン】

不安なく「人生の最期」を迎えられる社会へ

～より生き生きと人生を送るために～

葬送をタブー視せずに

自分や身近な人が高齢になったら準備

・基本構想を策定する背景、位置づけ、対象期間

・第４章の目標達成に向けた取組候補の概要、期待する効果、検討事項、短期・中長期のロードマップ

各主体の役割

現状・予測

民間墓地・納骨堂の

適正運営に向けた指導監督

必要に応じて

基本構想・実行計画の

見直し

行政の課題解決

＝ 公共の不利益の解消

目標の達成によって

ビジョンの実現を図る

○使用料・管理料

制度の見直し

○無縁墓・放置墓の

特定・撤去・予防

●効率的な斎場整備

(改修・増築・建替)

○火葬料の

あり方の検討

○火葬ピーク

の平準化

○施設の広域

・相互利用

●管理事務所等の

機能の統廃合

●事故予防のための

市営霊園の改修

○運営主体の検討

(指定管理・PFI)

○合同納骨塚の

あり方の検討

○市営霊園の

運営主体の検討

①斎場 ②墓地・③遺骨

葬送に関する話題が

気軽にできる社会

単身者でも希望する

葬送が実現できる社会

スムーズに

火葬を行える社会

○民間墓地・納骨堂

への指導強化

様々な葬送の場面での

具体的イメージ

○旧設墓地

の取扱い

遺骨の納め先に

困らない社会

市民 行政事業者

本格的な

多死社会が迫る

・火葬件数の増加

・墓の後継ぎ減少

・孤立者増加

様々な取組推進の土台

意識改革と行動変化 ボトルネック解消と多様性の受容

それぞれの価値観で選択して

満足できる環境の整備

行政や葬送業界間との

情報共有と連携の推進

連携と役割分担

策定の背景・趣旨

2020～2034年

団塊の世代が平均寿命を超える

≪ ゆりかごから墓場まで ≫
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青
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壮
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斎場・墓地・遺骨の

課題が深刻化

市民が葬送に

不安を感じる

課題解決と不安解消を

実現するための

基本構想が必要

葬送に関する意識醸成


